
学習指導案 化学Ⅰ 

 

日時     平成１8年 12月○○日(○) 第 4校時 

場所     ○○○○高等学校 第 2学年 A組 48名 

授業者     

指導教官名  ○○○○教員 

単元名    化学変化と物質量 

使用教科書  化学 I 東京書籍 (カラーの図が多いのでとても見やすい。ただし、計算分

野においての例題や問題数が少ない。) 

 

生徒観    文系のクラスなので、理科が目立って得意な生徒はいなく、受験にも理科

は使わない。どちらかと言えば国語や英語に興味はあるが理科への興味は

薄いといえる生徒が多い。理科への興味を持てるような楽しい授業を心が

けたい。 

 

１．単元目標 

 物質の変化を知り、そこから化学反応式を組み立てることを目標とする。 

 さらに、授業のまとめ時間を設け、演習問題を解くことにより、理解を深める。 

 

２．指導計画 

 化学変化と物質量 (全 4時間) 

第 1時 原子量、分子量、式量、物質量とは何か (本時：1/4時間)  

第２時 アボガドロの法則について、モル質量、モル体積、標準状態の関係を知る。 

第３時 化学反応式の書き方 

第４時 まとめ (演習問題) 

 

3.本時の目標 

 相対質量というものを学び、単元への興味を持たせ、原子量・分子量・式量を求められ

るようにする。また、存在比の問題を解けるようにする。 

  

注)この単元は比較的計算が主になる単元で嫌われやすく、苦手な人が多い。そこで、ま

ず本時では単元の導入なので、楽しく授業をすることを目標とする。復習をしながら生徒

へ考えさせる授業を展開し、新しい用語を説明する。 

 

 

 



4.評価 

①関心・意欲・態度 

 自分から積極的に進んで授業に参加しているか。(私語なども評価対象とする) 

②科学的な思考 

 同位体から存在比を考えられるようにする。 

③観察・技能・表現 

 相対質量を使って、原子量・分子量・式量を求められるようにする。存在比の問題を解

けるようにする。 

④知識・理解 

 相対質量と質量の違いをしっかりと理解する。 

本時案 

過程 時間 学習活動・内容 生徒の取り組み 指導上での注意点 

導入 10分 ・ 復習 

「原子とは？」 

→構造を示し、中性子と陽子の質量が原

子の質量であったことを確認。 

原子とはどういう

ものであったかを

考える。 

構造の図をきれいに

板書する。 

展開 30分 ・ 相対質量とは？ 

教科書Ｐ30を読んだ上で説明、板書

さらに教科書にアンダーラインを引

く。 

→基準として Cを質量数 12とする。 

 

・なぜ基準が Cの質量数 12とするか？ 

→紙芝居(基準を決めた歴史について) 

 

・ 同位体(復習)と原子量 

→同位体についての復習し原子量とい

う言葉を説明・板書。 

 

・「C＝12.01の謎」(存在比) 

周期表には Cの原子量が 12.01??どう

して 12じゃないのか?? 

→炭素の同位体の例をあげて説明し、さ

らに教科書の図についても説明する。存

在比と同位体の関係について考える。 

・教科書 P30 を読

み、指示した部分

にアンダーライン

を引く。 

 

 

・席を立ち紙芝居

が見える位置に移

動する。 

・同位体はどうい

うものであったか

を考える。 

 

・周期表を開き炭

素原子の原子量が

12.01 であること

を確認する。 

・教科書の問題を

解く。 

・基本的に教科書を

一回読んでから語句

の説明を行い、重要

な語句は板書をとら

せるだけでなく、ア

ンダーラインをひか

せる。 

・紙芝居をやること

で興味を誘い、もう

一度授業に集中させ

る。(座っているだけ

の授業ではなく席を

わざと立たせる )こ

のとき紙芝居に夢中

になりすぎず、生徒

がちゃんと参加して

いるかに気をくば

る。 

・図を書いて説明す



→Cl 原子の存在比を求める。(教科書

P31 問 10) 

 

・ 分子量と式量とは？ 

  原子量の総和＝分子量である。 

 分子ではない物質の原子量の総和＝

式量 

P32 例題１の説明をする。 

→式量の説明においての復習：分子では

ない物質とは？？ 

 (イオン、金属、巨大分子) 

 

・ 物質量とは？ 

粒子の個数に基づく物質の分量を表

す物理量を物質量という。 

アボガドロ数って何か？ 

6.0×1023個＝1モル 

＊ここでは「こういうものがある。」

という程度の理解でよい。次週にア

ボガドロ数やアボガドロ定数につい

てはもう一度詳しく説明する。 

 

 

 

・例題を先生と一

緒に考える。 

・分子ではない物

質はどういうもの

があったかを考え

る。 

る。(存在比) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 10分 ・ ポイントの整理 

 重要な部分にアンダーラインを教科

書に引いてもらう。 

・ 問題を解く。(P32 問 11) 

・アンダーライン

を引く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



使った教材を添付します。 

☆ 授業範囲の教科書のコピー☆ 

少しコピーしたものをスキャナしたので、見にくいです… 

 

 

            図 1：模擬授業の範囲のページ 

 

図 2：周期表 



☆黒板に貼ったもの☆ 

 

図 3：本日の授業内容 

☆ 紙芝居☆ 

紙芝居は手に持ってやらずに、当日は黒板に貼って行いました。 

 

   

     図 4：紙芝居 1                図 5：紙芝居 2 

 

  

     図 6：紙芝居 3               図 7：紙芝居 4 

 



   

     図 8：紙芝居 5               図 9：紙芝居 6 

 


